
 

  

  

  

公表：  2022 年  2 月 ５日                                事業所名 こどもサポート教室「きらり」北長野校  

  
チェック項目  はい  いいえ  工夫している点  

課題や改善すべき点を踏まえ

た改善内容又は改善目標  

環

境 

・

体

制

整

備 

①  
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切で

ある  
5 0 

適宜パーティションの位置を変

更してスペースを確保したり、振

り返りの時間にお子さんたちが

活動できるスペースを用意した

りして、限られたスペースをうまく

使えるよう工夫している。 

入れ替わりの時間に室内が混んでし

まうことがある。1 月現在、スペースと

の関係で利用定員は適切と考える

が、今後さらに利用者数が増えた場

合には手狭になることも考えられる。

事務スペースや相談スペースの配置

変更なども含め、今後の検討課題

である。 

②  職員の配置数は適切である  5 0 

職員数が増えてきたことで、運

営がしやすくなってきた。 

今年 4 月からの月曜開所により、

シフト制になることで、3 人体制で

回していくことが増える。他教室との

連携も含め、今後のすすめ方につい

て考えていく機会を 3 月までに設け

る必要がある。 

③  

生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環境に

なっている。また、障害の特性に応じ、事業所の設備

等は、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が適切に

なされている  

5 0 

日めくりカレンダーを入口付近に

設置して日付や天気を意識し

てもらったり、その日の活動内容

を視覚的に示し、その日の流れ

が本人に分かりやすくなったりす

るよう工夫している。 

教室内は段差がなく、トイレに手すり

がないことを除けば問題はない。しか

し、入口付近の犬走りの段差を気

にしているお子さんが、児発を含めて

何人かおられる。対策を考えていか

なければならない。 

④  

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になって

いる。また、子ども達の活動に合わせた空間となってい

る  

5 0 

毎朝、分担を決めて教室内の

清掃を行ったり、お子さんに合っ

た高さの机と椅子を用意したり

することで、活動に適した環境

になるよう努めている。 

下足置き場付近が汚れやすいの

で、こまめに清掃するよう心がけてい

きたい。冬季間、教室内がなかなか

温まらなかったり、雪や雨でぬれたま

ま来校するお子さんもおられたりす

る。利用者の皆さんが気持ちよく過

ごしていただけるような対応をこれか

らも心掛けていきたい。 

業

務

改

善 

⑤  
業務改善を進めるための PDCA サイクル（目標設定

と振り返り）に、広く職員が参画している  
4 1 

それぞれのお子さんの支援内容

を決めだす際、前担当者の支

援の様子を次の担当者が確認

しながら計画を立案している。

支援後にはその時の様子や課

題などを次回の担当者に記録

と口頭で伝えることで情報共有

をはかっている。 

個々のお子さんの支援内容について

の情報交換に加え、週の初めに打

合せの時間を確保し、前の週の支

援について全員で共有しておきたい

成果や課題、保護者対応等につい

て確認したり話し合うことで、支援中

や振り返りの時間での困りごとについ

て、解決への道筋を作ることができる

ようにしている。 

⑥  

保護者等向け評価表により、保護者等に対して事業

所の評価を実施するとともに、保護者等の意向等を

把握し、業務改善につなげている  

4 0 

保護者の皆様から頂いたご意

見を全員で確認し、今後改善

すべき業務内容について話し合

い、次の支援に生かしている。 

保護者の皆様の意向を果たして私

たちが充分に把握できているかどう

か、検討しなおさなければならない。

お気持ちを伝えやすいような職員や

児童発達支援 事業所における自己評価結果（公表） 



 

  

教室の雰囲気であるよう、今後も気

を配っていきたい。 

⑦  

事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の

結果を踏まえ、事業所として自己評価を行うとともに、

その結果による支援の質の評価及び改善の内容を、

事業所の会報やホームページ等で公開している  

3 0 

毎年の年末に事業所評価のア

ンケートを保護者の方にお願い

し、その結果を集計して職員全

員で検討するとともに、ホームペ

ージに掲載している。今年度も

同じスケジュールで進めている。 

これまでの自己評価で、設備面につ

いて何回か提起されてきたが、いまだ

解決できていない問題がある。バリア

フリー化だ。どこかで予算化して取り

組まなければならない。その他のまだ

改善できていない内容についても着

手していかなければならない。 

⑧  
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改

善につなげている  
2 0 

発達支援研究所による外部

評価を受けている。 

今後も、いただいたご指摘について

はすぐに改善するよう努めていく。 

⑨  
職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保

している  
5 0 

発達支援研究所主催の研修

や事例検討会に参加し、研鑽

を積んでいる。外部団体が主

催する研究会にも、時間が許

す限り参加している。 

支援に関する最新の知識を学んだ

り、他事業所や異業種での成果を

取り込んだりするため、今後も研修

を積んでいきたい。また、お子さんや

保護者の支援に役立つような本を

読み、保護者に紹介する活動も継

続していきたい。 

適

切

な

支

援

の

提

供 

⑩  

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズや

課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画

を作成している  

5 0 

毎年 1 月から 3 月にかけて、

すべてのお子さんのアセスメント

を行っており、今年も同じ時期

に計画している。また、個別支

援計画の見直しの機会にお子

さんや保護者の方のニーズをつ

かむよう努めている。 

お子さんや保護者の方のニーズや

課題、困り感をしっかり把握して分

析できているかどうかは心もとなさを

感じる。保護者の方のお気持ちを

伺う時間を充分とっていないのでは

ないか、という思いがあるためだ。今

後の課題とする。 

⑪  
子どもの適応行動の状況を図るために、標準化された

アセスメントツールを使用している  
3 1 

サポート教室全体で、標準化

された同じアセスメントツールを

使用している。 

北長野校でも、このアセスメントツー

ルを使用して、1 月から 3 月までの

間にアセスメントを行う予定。 

⑫  

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドライン

の「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達支援

（本人支援及び移行支援）」、「家族支援」、「地

域支援」で示す支援内容から子どもの支援に必要な

項目が適切に選択され、その上で、具体的な支援内

容が設定されている  

4 1 

職員全体で児童発達支援ガイ

ドラインについて話し合う機会

は、新しい職員が着任して以

降、取っていなかった。 

新しい職員にも、このガイドラインに

ついて伝える機会を設けるべきであっ

た。今後、機会を設けていく。支援

計画を立案する時には、このガイドラ

インを念頭に置きながら案を作成し

ている。 

 

⑬  児童発達支援計画に沿った支援が行われている  5 0 

計画に沿った内容に加え、保

護者の方のご希望やお子さん

のその時の困り感に応じて新た

な内容も加えながら支援を行っ

ている。 

支援計画は、作成後に新しく生じた

ニーズや困り感を反映していない。お

子さんの様子や振り返りの時間にい

ただいたご意見などを参考にして、支

援内容を変えていきたい。 

⑭  活動プログラムの立案をチームで行っている  3 1 

指導員が連絡を取り合いなが

ら活動のプログラムを組んでい

る。支援でのお子さんの様子に

ついても共有している。 

指導員は和気藹々とした雰囲気の

中、支援内容について積極的にやり

取りをしている。今後もこの雰囲気を

大切にしていきたい。 

⑮  活動プログラムが固定化しないよう工夫している  
5 0 

指導員は、お子さんの顔を思い

浮かべながら教材を探したり作

成したりしており、新たに作成し

新しい教材を開発してストックを増や

していくことが、固定化を防ぐための

手立ての一つだろう。新しい教具の



 

  

た教材は全員で情報共有して

いる。 

選定や購入も積極的に進めていき

たい。 

⑯  
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜

組み合わせて児童発達支援計画を作成している  
3 2 

今年度は、個別支援が中心

で、集団活動はほとんど行って

こなかった。支援後に何人かの

お子さんが集まって一緒に活動

をするにとどまっている。 

集団活動について、今後の方向性

を検討しているところである。教室と

しての意見がまとまったところで方針

を示していきたい。 

⑰  
支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日行

われる支援の内容や役割分担について確認している  
4 1 

支援内容を計画するにあたり、

指導員同士が頻繁に話し合い

を行っている。個別支援が中心

であるため、役割分担を相談す

ることはなく、分担が必要な場

合にはその場で臨機応変に取

り組んでいる。 

個々での打ち合わせに加え、全体

で相談する機会を設けたことで、情

報共有が更に行いやすくなった。自

由に声を掛け合える時間をこれから

も確保することで、支援内容の充実

を図っていきたい。 

⑱  

支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日

行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有

している  

3 2 

支援コマが立て込んでいるた

め、支援終了後には緊急を要

することを伝えあう程度で、打

合せまではできないことが多い。 

その日のうちに打合せ会ができなくて

も、翌日の打合せ会や支援準備の

時に気づいた点等の共有を行ってい

る。今後もこの方向で進めていきた

い。 

⑲  
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の

検証・改善につなげている  
5 0 

  

支援が終わったところで、指導

員が PC に入力している。丁寧

に入力しており、次の担当者は

それを読んで質問したり疑問点

を確認したりして、支援計画を

立てている。 

PC 入力は今年度から始まった。最

初は慣れなかったようだが、慣れてく

ると紙への記載に比べて短時間で

済むようだ。そのため、以前より多く

の記録がなされている。通して読むこ

とで、支援の検証と改善に役立てる

ことができるので、今後も定期的に

活用していきたい。 

⑳  
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の

見直しの必要性を判断している  
4 1 

振り返りの時間での保護者の

方からの聞き取りに加え、モニタ

リングのための時間を作っていた

だき、意見を伺っている。 

モニタリングの時期が遅れがちになっ

ていることを、保護者の皆様にお詫

びしなければならない。このようなこと

がなくなるよう、改善に努めていく。 

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携 

㉑  

障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にそ

の子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参画し

ている  

4 0 

外部機関で行われる担当者会

議には管理者が出席し、きらり

で行われる会議には管理者と

指導員が出席するのが通例。

管理者が最もふさわしい者かど

うかは疑問が残る。 

担当者会議が午後に行われる場合

は、指導員の出席は難しくなるた

め、指導員の意見を聞いたうえで管

理者が発表している。だれが参画す

べきかについては、今後の検討課題

とする。 

㉒  
母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係

機関と連携した支援を行っている  
3 1 

 

管理者が中心となって関係機

関と連絡を取り合ってきた。指

導員が直接連携する機会はあ

まりなかった。 

年に数回行われる関係者会議や

管理者が行ってきた連携について、

指導員も少しずつ加わるようにして

いくことも、今後検討する。 

㉓  

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 

のある子ども等を支援している場合）  

地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関

係機関と連携した支援を行っている  

  

重症心身障害のあるお子さん

の支援は行っていない。医療

的ケアが必要なお子さんはおら

れるが、医療的ケアは行ってい

ない。 

  



 

  

㉔  

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 

のある子ども等を支援している場合）  

子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を整

えている  

  

重症心身障害のあるお子さん

の支援は行っていない。医療

的ケアが必要なお子さんはおら

れるが、医療的ケアは行ってい

ない。 

  

㉕  

移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園、特

別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内容等の

情報共有と相互理解を図っている  

4 0 

支援会議や会議時の園訪問

の時に、支援内容や今後の支

援方針等について情報共有を

行い、相互理解を図っている。 

今後も連絡を密に取り、支援内容

等の情報共有と相互理解を図って

いきたい。 

㉖  

移行支援として、小学校や特別支援学校（小学

部）との間で、支援内容等の情報共有と相互理解

を図っている  

4 

  
0 

 

支援会議に参加した時に意見

交換を行ったり、学校の職員が

支援の見学に来たりしている。 

支援会議には積極的に参加し、学

校での支援の様子を伺い、教室で

も情報共有していくことで、今後も支

援の質の向上を図っていきたい。 

㉗  

他の児童発達支援センターや児童発達支援事業

所、発達障害者支援センター等の専門機関と連携

し、助言や研修を受けている  

3 1 

 

他の専門機関とは、いつでも連

絡が取れるようなつながりを持っ

ている。保護者の方からの相談

を受けた時に、関連機関を照

会することがある。 

他機関の力を借りることがお子さん

や保護者の方にとって有益だと思わ

れる場合には、保護者と相談した上

で、躊躇うことなく連絡を取るように

していきたい。いろいろな会に出席す

ることを通して、他の機関との新しい

連携体制も構築していきたい。 

㉘  
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障害

のない子どもと活動する機会がある  
2  3 

支援会議に合わせて園でのお

子さんの様子を見学することは

あった。障害のないお子さんとの

交流の機会は持っていない。 

今後も支援会議に出席して情報交

換等を行っていきたい。障害のない

お子さんとの交流は、こちらから出か

けていくことが難しいため、今のところ

実施の予定はない。 

 

㉙  
（自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・子

育て会議等へ積極的に参加している  
2 2 

管理者が協議会こども部会に

出席している。今年度は地域

の子ども・子育て会議には出席

していない。 

こども部会が開催された場合には可

能な限り参加していく。今のところ、

地域の会議への参加打診はない。

要請があった段階で検討する。 

㉚  
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの

発達の状況や課題について共通理解を持っている  
5 0 

振替の時間に話し合うことに加

え、喫緊の課題を抱えている保

護者の方には支援時間中に、

あるいは別の時間を設定して

相談を行っている。 

発達の状況や課題について共通理

解を持つことに関しては、これだけや

れば充分、ということはない。保護者

の方と話し合う時間をできるだけ多く

とるよう心がけていきたい。 

㉛  

保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対

して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）

の支援を行っている  

4 1 

特別なプログラムを行っているわ

けではない。保護者の方にとっ

て関心の高い内容をテーマとし

た保護者交流会を開催するこ

とで、情報提供に努めている。 

保護者の方が心配に思っておられる

ことをつかみ、その内容に対する何ら

かの対策を提案できるよう考えてい

く。保護者交流会を通しての情報

提供は今後も続けていきたい。 

保

護

者

へ

の

㉜  
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っ

ている  
4 1 

契約時に丁寧に説明するよう

心がけている。 

契約時や初めて請求予定額通知

書をお渡しするときには丁寧にお伝

えしようと努めているものの、その時

以降はほとんど説明を行っていない。

わかりやすい資料を作成して理解を

深めていただくことも考える。 



 

  

説

明

責

任

等 

㉝  

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供

すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基づき

作成された「児童発達支援計画」を示しながら支援

内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画

の同意を得ている  

4 1 
 

ガイドラインの内容を踏まえたう

えで、支援時のお子さんの様子

や保護者の方のご要望も取り

入れた計画を立てるよう努めて

いる。支援計画の同意は、計

画説明時にいただいている。 

支援内容を保護者の方に短時間

で説明し、同意をいただいていること

が多い。もっとしっかり、丁寧に説明

すべきだろう。保護者の方と連絡を

取り、説明のための時間をより多く

取れるようにしていきたい。 

㉞  
定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する相

談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っている  
4 1 

 

指導員は、振り返りの時間に

保護者の方の悩みを伺っている

が、管理者の行っている相談

は、時間がまだ短いのではない

か。また、必要な助言と支援が

できているかどうかも心もとない。 

必要な助言と支援は、経験がありさ

えすればできるものではなく、積極的

に知識を吸収したり、事例について

考えたりすることでできるようになるも

の。今後も自己研鑽を継続して行っ

ていきたい。 

㉟  
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催す

る等により、保護者同士の連携を支援している  
4 1 

保護者交流会を何回か開催

し、多くの方にご参加いただい

た。保護者の方同士が支えあ

っておられる様子も見られる。

父母の会の支援までは行って

いない。 

今後も保護者交流会を積極的に

行っていきたい。指導員と話をする

会、外部講師を招いて特定のテー

マについての情報交換を行う会な

ど、保護者の方のご要望も受けなが

ら多様な内容を計画していきたい。 

㊱  

子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応の

体制を整備するとともに、子どもや保護者に周知し、

相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応し

ている  

 5 0 

事業所内相談支援の体制を

整備した。相談を希望する方

のために、相談内容に応じた資

料を用意したり、お伝えしたい

内容のメモを作成したりすること

で、有益な相談時間になるよう

心がけた。 

いつでも声をかけていただけるような

職員であるか、北長野校が声をかけ

やすい雰囲気になっているのかが問

題。こちらからも積極的にお声がけを

していくよう心がけていきたい。 

㊲  

定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、

連絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信し

ている  

4 1 

週に 1 回以上、LINE 一斉送

信を行い、教室からのお知らせ

や、保護者の方の役に立ちそう

な情報を発信してきた。会報の

発行は行っていない。 

これまで LINE 一斉送信は管理者

が行ってきたが、月に 1 回程度、指

導員からの発信も始めた。参考にな

りそうな本の紹介や学校公開の情

報などの発信も行っている。今後も

内容を充実し、皆さんに喜んで読ん

でいただけるものにしていきたい。 

㊳  個人情報の取扱いに十分注意している  5 0 

契約時には、個人情報の扱い

について丁寧に説明するよう心

がけている。教室での個人デー

タの保管管理や印刷物での個

人データの扱いなどに気を付け

ながら業務を行っている。 

個人情報保護についても、これで充

分ということはなく、気が付かないうち

に杜撰な扱いをしているような場合

がないとも限らない。問題点がない

か、教室外の方のご意見も伺いなが

ら再検討していきたい。 

㊴  
障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝

達のための配慮をしている  
5 0 

配慮を行うよう心がけているも

のの、充分な配慮ができている

とは言いきれないだろう。 

この点も、これで充分ということはな

い。お子さんや保護者の方の一言か

ら私たちの配慮不足に気が付くこと

もある。これからも利用者の方の声

にしっかりと耳を傾けていきたい。 

㊵  
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開か

れた事業運営を図っている  
0 4 

行事への招待は行っていない。

ただ、地域の方と一緒に雪かき

をしたり、教室の入っているビル

の周りの環境整備をしたりする

ことを通して、地域の方との連

携を深めてきた。 

地域の方とのつながりができているた

め、保護者交流会を行うときには快

く駐車場を貸していただけるなど、い

ろいろな面で助けていただいている。

これからも地域とのつながりを大切に



 

  

する教室であり続けたいと思ってい

る。 

非

常

時

等

の

対

応 

㊶  

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応

マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知するとと

もに、発生を想定した訓練を実施している  

5 0 

左記のマニュアルはすべて準備

してあり、緊急時や感染症への

対応については保護者に印刷

物を通して周知している。 

防犯マニュアルは、これまで保護者

に周知してこなかった。今後、周知

方法を検討する。保護者の方に

171 体験を行っていただいたのは良

かった。今後も、非常事態を想定し

た様々な体験を実施していきたい。 

㊷  
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他

必要な訓練を行っている  

 

 5 

 

0 

毎月、テーマを決めて防災訓

練を行っている。今年度は感染

対策や非常時の連絡体制な

ど、これまで実施してこなかった

内容を取り入れたり、新たな角

度から訓練内容を見直して、よ

り焦点化した訓練を行ったりし

てきた。 

近年、災害の発生が多いため、年

間の防災訓練計画も絶えず見直

し、改訂していくことが必要になってく

る。その時々の状況に応じて訓練内

容を考えていくようにしたい。 

㊸  
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの

状況を確認している  
3 1 

発作への対応が必要かどうか

は、契約時に必ず確認してい

る。服薬やお子さんの状況の変

化については、支援会議で取

得した情報を全職員で共有し

ている。 

今後も最新の状況をつかむよう努め

ていく。 

㊹  
食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示書に

基づく対応がされている  
  

アレルギーの情報は得ている

が、支援時に食事を提供して

いないため、医師の指示書は

入手していない。 

 

㊺  
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有してい

る  
3 2 

ヒヤリハット事例が発生した時に

は、状況への迅速な対応を行

うとともにすぐに保護者や上長に

連絡している。事案についての

報告書を作成し、上長に提出

後は印刷してファイルに保管し

ている。 

ヒヤリハット事例が発生した時には、

全職員で情報共有している。しか

し、これまで発生した事例についての

情報共有や、事例が発生した場合

の対応については、新しい職員に伝

えてこなかった。改善する。 

㊻  
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する

等、適切な対応をしている  
5 0 

長野市や長野県が主催する虐

待防止研修に積極的に参加し

ている。全職員が必ず研修を

受けることができるよう、参加の

日程を調整してきた。 

虐待防止への意識を高めるために

は、継続して研修を受けていくことが

必要。今後も研修の機会があるとき

には必ず参加するよう予定を立てて

いく。問題となりそうな事例が発生し

た場合には、ためらうことなく指摘あ

えるような職員の関係であり続けた

いと願っている。 

㊼  

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについ

て、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に十分に

説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載

している  

2 1 

身体拘束が必要な場合につい

ての保護者の同意書は作成し

てある。支援計画への記載に

不充分な点があったことと、新し

い職員に身体拘束についての

説明を十分にしてこなかったこと

は反省点。 

これまで幸いにしてこの同意書を使う

ことがなかった。しかし、どのような場

合に身体拘束を行うかについて、職

員全員での共通理解は必須。早急

に対応する。 

   



 

  

 

 

 

公表：2022 年  2 月  ５日    

  

事業所名： こどもサポート教室「きらり」北長野校         保護者等数（児童数）：11   回収数：9   割合：82％  

 

  
チェック項目  はい  

どちらともい

えない  いいえ  わからない ご意見  ご意見を踏まえた対応  

環

境 

・体

制

整

備 

①  
子どもの活動等のスペースが十分に確保されている

か 
９ ０ ０ ０  

お子さんの入れ替わりの時に

混んでしまうことがある。感染

対策も含め、教室内の環境

整備の仕方を更に検討して

いかなければならない。 

②  職員の配置数や専門性は適切であるか     ８ １ ０ ０  

職員数が増えたのは良かっ

た。今後もそれぞれの得意分

野を生かしながら支援を行っ

ていきたい。 

③  

生活空間は、本人にわかりやすい構造化された環

境になっているか。また、障害の特性に応じ、事業

所の設備等は、バリアフリー化や情報伝達等への

配慮が適切になされているか                  
８ １ ０  ０   

指導員はその日のプログラム

を視覚的に示すなど、いろい

ろな工夫している。しかし、そ

れが本当にその子にとってわか

りやすいものであるか否かは、

今後も絶えず検討していく必

要がある。 

④  

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境 

となっているか。また、子ども達の活動に合わせた空

間となっているか        
９ ０ ０ ０  

毎日の清掃は丁寧に行うよう

心がけている。園のお子さん

用の机が増えたなど、少しず

つだがお子さんに合った環境

整備を行ってきた。今後もよ

り良い環境になるよう見直し

を続けていきたい。 

適

切

な

支

援

の

提

供 

⑤  

子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分析さ

れた上で、児童発達支援計画が作成されているか  

９ ０ ０ ０  

ニーズや課題はその時期によ

って変わっていくもの。保護者

の方のご意見を伺う機会をし

っかりとったり、お子さんの様

子について職員間や保護者

の方と情報交換を密に行った

りすることで、ニーズや課題に

合った支援を行うことができる

ようにしていきたい。 

⑥  

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドライ

ンの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達

支援（本人支援及び移行支援）」、「家族支

援」、「地域支援」で示す支援内容から子どもの支

援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具

体的な支援内容が設定されているか  

８ １ ０ ０  

計画の立案に当たっては、ガ

イドラインを踏まえたうえで、そ

の時点でのお子さんの困り感

や課題、保護者の方のニー

ズを伺い、内容に反映させる

よう努めてきた。これからも保

護者の方としっかりと話す機

児童発達支援 保護者等からの事業所評価の集計結果（公表） 



 

  

会やお子さんと触れ合う機会

をとるようにしていきたい。 

⑦  児童発達支援計画に沿った支援が行われているか  ９ ０ ０ ０  

指導員は、支援計画を参考

にしながら、それぞれのお子さ

んの支援の様子について頻

繁に情報交換を行い、お子

さんの理解に努めている。更

に研修を積み、質の高い支

援ができるよう、今後も努力

を続けていく必要がある。 

⑧  
活動プログラムが固定化しないよう工夫されている

か  
９ ０ ０ ０  

指導員がそれぞれのアイデア

を出し合って共有し、教材開

発をしている。これからもお子

さんたちが楽しく取り組め、且

つ力を伸ばせるような教材を

開発していきたい。 

⑨  

保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障

害のない子どもと活動する機会があるか  

１ １ １ ６  

支援会議や研修等で職員が

他の園に出向くことはあって

も、きらりを利用するお子さん

が他の園と交流するような機

会は設けていない。 

保

護

者

へ

の

説

明

等 

⑩  
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明が

なされたか  
９ ０ ０ ０  

契約時にお伝えしているだけ

で、それ以降は説明の機会

を設けてこなかった。特に利

用者負担については分かりに

くい面があるので、資料を新し

く作成しなおし、再度お伝え

することを考えたい。 

⑪  

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提

供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基

づき作成された「児童発達支援計画」を示しなが

ら、支援内容の説明がなされたか  

８ １ ０ ０  

ガイドラインについてこれまで

充分な説明を行う機会を持

ってこなかった。今後、説明を

行う機会を設けることを考え

ていきたい。 

⑫  
保護者に対して家族支援プログラム（ペアレント・ト

レーニング等）が行われているか  
７ ０ ０ ２  

支援後の振り返りの時間に

加え、保護者交流会という

形で保護者支援を行いたい

と考えてきた。まだご参加いた

だけない方もおられるので、曜

日や時間を変えながら、少し

でも多くの方に交流会に参加

していただけるようにしたい。 

 

⑬  

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ども

の発達の状況や課題について共通理解ができてい

るか  

９ ０ ０ ０  

共通理解ができるよう心がけ

ているものの、充分にできてい

るとは言えないのが現状だろ

う。保護者の方の中には、一

人で悩みを抱え込んでいるの

ではないかと思われる方もお

られ、そういった方のお気持ち

にまだ私たちは近づくことがで

きていない。今後の課題だ。 



 

  

⑭  
定期的に、保護者に対して面談や、育児に関する

助言等の支援が行われているか  
８ １ ０ ０  

よくお話をしてくださる方がおら

れる半面、ご自分からお悩み

等をあまり発信なさらない方

もおられ、発信の少ない方に

対しての助言等ができていな

いことが考えられる。もっと積

極的にお声がけしていかなけ

ればならない。 

⑮  

父母の会の活動の支援や、保護者会等の 

開催等により保護者同士の連携が支援されている

か  

８ ０ ０ １  

放デイのお子さんが多い教室

であるため、小学校以上のお

子さんをテーマにした交流会

が多かった。園のお子さんを

対象にした内容の検討を行っ

ていきたい。父母の会の活動

への支援は行っていない。 

⑯  

子どもや保護者からの相談や申入れについて、対

応の体制が整備されているとともに、子どもや保護

者に周知・説明され、相談や申入れをした際に迅

速かつ適切に対応されているか  ９ ０ ０ ０  

事業所内相談支援の体制

を作り、お知らせを行ったとこ

ろ、ずいぶん多くの方にご利

用いただくようになった。日ご

ろから相談しやすい雰囲気を

作ることが大切で、こういった

雰囲気ができているかどうかを

再検討することが必要だ。 

⑰  
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のため

の配慮がなされているか  
９ ０ ０ ０  

果たして配慮ができているの

か、私たちにはよくわからな

い。アンケートの結果はありが

たいものの、充分な配慮がで

きているか、今後も自己評価

していくことが必要。 

⑱  

定期的に会報やホームページ等で、活動概要や行

事予定、連絡体制等の情報や業務に関する自己

評価の結果を子どもや保護者に対して発信されて

いるか  
９ ０ ０ ０  

LINE 一斉送信によるお知ら

せは毎週行っているものの、ブ

ログの更新は滞っている。今

後、体制を整えていくことに加

え、保護者の方のお役に立つ

LINE 一斉送信になるよう、

内容を考えていきたい。 

⑲  個人情報の取扱いに十分注意されているか  ９ ０ ０ ０  

外部に発信する文書につい

ては充分な注意を払っている

ものの、教室内の書庫の扉が

閉まっていなかった、机上にお

子さんの名前が書かれた書

類が置かれていたなど、改善

しなければならない点はまだ

多く残されている。 

非

常

時

等

の

⑳  

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対

応マニュアル等を策定し、保護者に周知・説明され

ているか。また、発生を想定した訓練が実施されて

いるか  
９ ０ ０ ０  

マニュアルはすべて整備されて

いる。しかし、コロナをはじめと

する感染症対策には、これで

充分ということはない。また、

職員は訓練を行っていても、

保護者の方を巻き込んでの

訓練は行ってこなかった。伝



 

  

対

応 

言ダイヤル 171 の利用体験

を行い、保護者の方にも体

験していただいたのは良かっ

た。今後も様々な内容を計

画していきたい。 

㉑  
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、そ

の他必要な訓練が行われているか  
８ ０ ０ １  

保護者の方には、1 月に伝

言ダイヤル 171 の体験をし

ていただいた。その他にも緊

急時の対応の仕方について、

保護者の方に使いやすいもの

がないか、検討していく。職員

は毎月防災訓練を実施して

いる。 

満

足

度 

㉒  子どもは通所を楽しみにしているか  ９ ０ ０ ０ 

・習ったことが園

や家でも出ていて

できることが増え

てきている。 

・いつも活動を楽

しみにしている。 

このような評価をいただいたこ

とに大変喜んでいる。お子さ

んにとって苦手な内容も支援

の中に入ってくるが、その内容

が苦痛な活動として行われる

のであれば、そのお子さんの

力として定着するのは難しい

だろう。今後も楽しく取り組め

る内容を考えていきたい。 

㉓  事業所の支援に満足しているか  ９ ０ ０ ０ 

・レベルに合った

ことを教えてもら

え、楽しく学べて

いる。 

この評価も大変ありがたい。

大切なことは、今後も満足を

していただけるような支援を続

けていくことであり、保護者の

方やお子さんからご意見をい

ただきながら、より良い、質の

高い支援を目指していきた

い。 

  

○この「保護者等からの事業所評価の集計結果（公表）」は、保護者等の皆様に「保護者等向け児童発達支援評価表」に

より事業所の評価を行っていただき、その結果を集計したものです。  


